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Dumont が拠り所とする、もともと Bougle が提出した pure-pollution（impure）イデオロギ
ーすなわち、宗教的／政治・経済的（status ／ power）の区別と、Brahman の君臨によって





































































































































































































































































究をした BernardS.Cohn 氏（1923-2003 年）、その門下の NicholasB.Dirks 氏が研究を推進し、
植民地支配時代以後のカーストの解明を一層発展させてきたのである（59）。
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